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会計名 30年度 29年度 増減額 増減率
一般会計

20,935,240 19,166,101 1,769,139 9.2％
特別会計

国民健康保険特別会計 6,263,563 7,695,589 △ 1,432,026 △ 18.6％
介護保険特別会計 5,339,989 4,952,931 387,058 7.8％
後期高齢者医療特別会計 948,605 907,983 40,622 4.5％
池尻財産区特別会計 18,237 3,118 15,119 484.9％
半田財産区特別会計 38 50 △ 12 △ 24.0％
東野財産区特別会計 2,648 643 2,005 311.8％
今熊財産区特別会計 21 33 △ 12 △ 36.4％

企業会計
水道事業会計 1,734,454 1,632,675 101,779 6.2％
下水道事業会計 2,830,412 2,814,093 16,319 0.6％

合計 38,073,207 37,173,216 899,991 2.4％

（単位：千円）

　
平
成
27
年
４
月
に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、

早
い
も
の
で
約
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
ま

ち
の
優
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

新
し
い
風
を
吹
き
込
も
う
と
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
大

阪
狭
山
市
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
基
盤
づ

く
り
に
、
精
一
杯
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
昭
和
62
年
10
月
に
市
制
を
施
行

し
て
以
来
、
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
記
念

事
業
を
多
数
開
催
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
大
阪
狭
山
市
の
記
念
す
べ
き
年

を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
11
月
に
は
、
学
校
法
人
近
畿
大
学

か
ら
、
医
学
部
移
転
に
伴
う
近
畿
大
学
医
学

部
附
属
病
院
お
よ
び
医
学
部
堺
病
院
の
統
合

再
編
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
大
阪
府
に
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
35
年
４
月
に
堺
病

院
を
閉
鎖
し
、
堺
市
南
区
泉
ヶ
丘
地
区
に
本

院
機
能
１
０
０
０
床
の
附
属
病
院
を
移
転
開

設
し
た
う
え
で
、
本
市
に
は
３
０
０
床
規
模

の
分
院
を
開
設
す
る
と
い
う
当
初
の
計
画
か

ら
、
堺
病
院
を
２
０
０
床
の
分
院
と
し
て
存

続
さ
せ
、
本
院
を
８
０
０
床
に
縮
小
し
た
う

健
全
化
を
両
立
す
る
積
極
的
な
予
算
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
市
の
平
成
30
年
度
市
税
収
入

は
、
平
成
29
年
度
の
決
算
見
込
み
額
と
比
較

し
て
減
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
残
念
な

が
ら
国
が
示
す
景
気
の
回
復
の
動
き
と
は
、

か
け
離
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
す
が
、
本
市

に
と
っ
て
真
に
必
要
な
施
策
を
見
誤
る
こ
と

な
く
、
適
正
か
つ
的
確
な
行
財
政
運
営
を
行

い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

え
で
、
本
市
の
病
院
跡
地
へ
の
分
院
新
設
を

断
念
す
る
と
い
う
、
本
市
に
と
っ
て
誠
に

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
大
変
遺
憾
な
内
容
で
し
た
。

　
突
然
の
計
画
変
更
は
、
市
民
生
活
に
非
常

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
本
市
の

ブ
ラ
ン
ド
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
問
題
で
も

あ
り
、
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
法
人
近
畿
大

学
に
対
し
て
強
く
抗
議
を
行
う
と
と
も
に
、

南
河
内
医
療
圏
内
の
首
長
と
も
連
携
し
な
が

ら
計
画
の
変
更
を
撤
回
し
、
本
市
に
３
０
０

床
規
模
の
病
院
を
残
す
よ
う
強
く
要
請
し
ま

し
た
。

　
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
移
転
は
、

今
後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
事
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
阪
狭
山
市
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、
計
画

変
更
の
撤
回
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、
１
月
の

内
閣
府
の
月
例
経
済
報
告
に
よ
る
と
、
景
気

判
断
は「
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」と
さ
れ

て
お
り
、
昨
年
６
月
に「
緩
や
か
な
回
復
が
続

い
て
い
る
」に
引
き
上
げ
ら
れ
て
以
降
、
７
か

月
ぶ
り
に
上
方
修
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
個
人
消
費
な
ど
家
計
部
門
に
も
回
復
の

動
き
が
波
及
し
て
き
た
と
判
断
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
政
府
予
算
案
で
は
、

前
年
度
比
で
約
２・
６
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

97
兆
７
１
２
８
億
円
と
６
年
連
続
で
過
去
最

大
を
更
新
し
、「
人
づ
く
り
革
命
」、「
生
産
性
革

命
」を
重
点
施
策
に
掲
げ
た
経
済
再
生
と
財
政

　
私
た
ち
の
ま
ち
大
阪
狭
山
に
は
、
先
人
た
ち

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
様
々

な
ま
ち
の
課
題
や
困
難
を
克
服
し
、
マ
イ
ナ
ス

を
プ
ラ
ス
に
変
え
て
き
た
力
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
な
ど
が
、
民
間
調
査
会
社
の「
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
お
い
て
、
大
阪
府
内

で
第
２
位
と
い
う
高
評
価
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
統

計
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
こ
の
よ
う
な
評
価
を
裏

付
け
る
よ
う
に
、
近
隣
自
治
体
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
中
、
本
市
の
人
口
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
は
、
市
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
、「
大
阪

狭
山
市
は
住
み
や
す
い
」、「
子
育
て
も
し
や
す

い
」、「
教
育
環
境
も
充
実
し
て
い
る
」と
い
っ

た
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
が
、

　市の予算は「一般会計」、「特別会計」、「企業会計」の３つからなっています。
　一般会計は、福祉や教育、建設といった一般的な事業に使われる予算で、市の事
業の大部分を占めています。
　特別会計は一般会計から切り離して、特定の事業ごとに分けて経理する予算です。
平成30年度は国民健康保険や介護保険や、各財産区を含めた７つの特別会計があり
ます。
　企業会計は、地方公営企業法の適用を受けるもので、本市では水道事業会計、下
水道事業会計がこれにあたります。

平成30年度予算

予 算

平成30年度特集

問い合わせ　財政グループ、企画グループ

施
政
運
営
方
針
骨
子

平成30年度

会計別
予算額

　市は、平成30年度の各会計の当初予算案を３月定例
月議会に提案しました。一般会計の予算総額は、209
億3,524万円で、昨年度より約17億7,000万円、9.2％
の増額となっています。
　古川市長は「施政運営方針」において、平成30年度に
取り組む主要な施策や事業について明らかにし、大阪
狭山市の未来への決意を語りました。

３
年
間
の
挑
戦

マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る

10
年
先
、
20
年
先
の
大
阪
狭
山
市
へ

普
段
か
ら
何
気
な
く
、
ま
ち
や
暮
ら
し
が
良

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
本

市
が
進
め
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
評
価
の

拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
次
の
課
題
解
決
へ
挑

む
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
に
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
本
市
の
持
つ
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス

に
変
え
る
力
を
信
じ
て
、
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
地
道

か
つ
果
敢
に
、
そ
し
て
全
力
で
挑
ん
で
い
き

ま
す
。

　
未
来
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
切

り
拓
い
て
い
く
も
の
で
す
。
志
あ
る
と
こ
ろ

に
必
ず
道
は
拓
け
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
先
に
、

「
生
涯
住
み
続
け
た
い
ま
ち 

大
阪
狭
山
市
」の

未
来
の
姿
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
現

状
の
市
民
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
10
年
先
、
20
年
先
の
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
大
阪
狭
山
市

が
ど
ん
な
ま
ち
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子
ど
も
た

ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
か
、
そ
ん
な
思
い
を

胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
大
阪
狭
山
市
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
地
に
足
を
付

け
て
、
前
へ
、
前
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
、
議
員
の
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
平
成

30
年
度
施
政
運
営
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。



■
市
税

　
市
に
納
め
ら
れ
る
税
金
で
、
本
市
で
は
市

民
税
と
固
定
資
産
税
が
お
よ
そ
全
体
の
９
割

を
占
め
ま
す

■
繰
入
金　

　
他
の
特
別
会
計
や
基
金（
市
の
貯
金
の
よ

う
な
も
の
）か
ら
繰
り
入
れ
て
行
政
経
費
に

充
て
る
も
の
で
す

■
地
方
交
付
税

　
国
の
税
金
の
一
部
が
毎
年
市
町
村
へ
配
分

さ
れ
る
も
の
で
、
全
国
ど
の
ま
ち
で
も
必
要

最
小
限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す

■
国
庫
・府
支
出
金　

　
特
定
の
事
業
を
行
う
際
に
、
そ
の
経
費
の

財
源
と
し
て
国
や
大
阪
府
か
ら
支
出
さ
れ
る

も
の
で
、
た
と
え
ば
学
校
や
道
路
を
つ
く
る

と
き
の
負
担
金
や
補
助
金
が
あ
り
ま
す

■
市
債　

　
主
に
建
設
事
業
の
資
金
と
し
て
国
や
銀
行

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
家
庭
で
い

う「
ロ
ー
ン
」に
あ
た
り
ま
す

■
総
務
費　

　
職
員
の
人
事
管
理
や
企
画
、
広
報
、
広
聴
、

選
挙
な
ど
の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
経
費
で
す

■
民
生
費　

　
福
祉
や
医
療
費
の
助
成
、
子
育
て
、
生
活

保
護
な
ど
の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
経
費
で
す

■
土
木
費　

　
都
市
計
画
や
公
園
、
道
路
、
交
通
対
策
な

ど
の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
経
費
で
す

■
教
育
費　

　
小
・中
学
校
、
幼
稚
園
、
社
会
教
育
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
事
業
に
充
て
ら
れ
る

経
費
で
す

■
公
債
費　

　
債
務（
市
債
）を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
で
す

■
こ
と
ば
の
説
明
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　水道事業および下水道事業は地方公営企業として位
置付けられており、その企業活動を正確に把握するた
め、営業に関わる活動を損益取引（収益的収支）、営業
活動外での資本の増減を資本取引（資本的収支）として、
明確に区分する複式簿記を採用しています。

　平成30年度末に上水道を使用している給水戸数を２万6,200戸、年間総給水量を
641万4,000㎥と予定しています。予算の概要は下図のとおりです（消費税込み）。水道事業

上下水道事業会計予算

収益的収支（水道水を供給するための予算） 資本的収支（建設投資などの予算）

下水道事業 　平成30年度末に下水道の整備が完了している面積を 878ヘクタール、年間有収水量を
619万1,000㎥と予定しています。予算の概要は下図のとおりです（消費税込み）。

収益的収支（維持管理などの予算） 資本的収支（建設投資などの予算）

問い合わせ　経営企画グループ

収入
12億6,627万円

支出
12億2,385万円

収入
16億6,051万円

支出
16億5,549万円

収入
3億2,475万円

支出
5億1,060万円

収入
7億7,741万円

支出
11億7,492万円

流域下水道に係る費用
2億9,220万円

管きょに係る費用
6,942万円
企業債の利息
1億6,242万円

減価償却費
9億4,670万円
その他
1億4,557万円

長期前受金戻入など
　  6億313万円

下水道使用料
　9億2,089万円

ポンプ場に係る費用
3,918万円

市からの繰入金
　1億3,649万円

建設改良費

　

3億9,478万円

企業債の償還金
1億1,347万円

その他
235万円

企業債
　2億8,000万円

給水工事に伴う分担金
　  3,927万円

工事負担金など
　    548万円

建設改良費 　
4億420万円

企業債の償還金
7億6,917万円

その他
155万円

企業債
　3億9,530万円

市からの繰入金
2億6,387万円

国庫補助金
　    1億1,500万円

その他
324万円

平成30年度予算

広域水道の受水費用など
6億4,990万円

メーター検針費用など
1億5,249万円

企業債の利息
3,803万円
減価償却費
2億3,430万円
その他
6,421万円

水道料金
10億8,416万円 水道管の維持管理費用

8,492万円

長期前受金戻入など
　1億8,211万円

市税 72 億 4,454 万円

73 億 1,432 万円

27 億 9,000 万円

27 億 3,300 万円
地方交付税

国庫支出金 32 億 1,752 万円

31 億 2,028 万円

20 億 8,403 万円

15 億 8,976 万円
府支出金 市債 21 億 6,140 万円

12 億 9,970 万円

2.1％

3.1％

31.1％ 66.3％

△1.0％

13 億 1,400 万円

12 億 9,100 万円

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

繰入金

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
諸収入 8 億 7,544 万円

　8億 5,064 万円2.9％

1.8％

29.0％
12 億 4,831 万円

9 億 6,740 万円

合計
9.2％

209 億 3,524 万円

191 億 6,610 万円

施設整備などに係る事業費の増
加で、大阪府からの補助金や市
債は大幅に増加しています。

個人市民税や法人市民税、
固定資産税の減収などによ
り、市税全体では約 7,000
万円の減を見込んでいます。

市の貯金（財政調整基金）を 12 億４千万円
繰り入れて歳入歳出の均衡を保っており、
厳しい財政状況です。

自主財源　44.7％ 依存財源　55.3％

歳入

予備費3,000 万円

3,000 万円 0.0％

議会費 2 億 1,479 万円

2 億 1,240 万円

総務費 22 億 3,240 万円

21 億 4,940 万円

消防費 7 億 8,381 万円

7 億 6,809 万円

農林水産業費6,986 万円

6,340 万円

1.1％

民生費100 億 2,173 万円
89 億 1,201 万円 12.5％

3.9％

2.0％10.2％

公債費 16 億 1,651 万円

17 億 346万円

教育費

30 億 3,166 万円

24 億 9,089 万円

衛生費 16 億 7,924 万円

16 億 5,886 万円1.2％

土木費 12 億 425万円

11 億 2,771 万円6.8％

21.7％

商工費5,099 万円

4,988 万円 2.2％
△5.1％

（仮称）第２子育て支援センターの新設
工事や、民間事業者がこども園を整備
するための補助金など、投資的経費が
大幅に増加しています。

（仮称）第２子育て支援センターの
新設工事や、民間事業者がこども
園を整備するための補助金など、
投資的経費が大幅に増加しています。

合計
9.2％

209 億 3,524 万円

191 億 6,610 万円歳出

%（パーセント）　増減率
上段　平成30年度予算
下段　平成29年度予算

一般会計予算



06広報おおさかさやま 2018.407 広報おおさかさやま 2018.4

平
成
30
年
度
主
要
事
業

●
新
規
事
業　

◎
一
部
新
規
事
業　

○
継
続
事
業

○
地
区
集
会
所
建
設
補
助
金
事
業

５
６
２
万
５
千
円

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
あ
る
地
区
集
会
所
の
整
備
に
対
し
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

○
南
中
学
校
区
円
卓
会
議
提
案
事
業　

　

５
０
０
万
円

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
の

元
気
ク
ラ
ブ
体
操
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
図
る
た

め
の
元
気
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

安
全
・安
心
を
維
持
す
る
た
め
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
犯

罪
防
止
の
啓
発
や
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
災
害
時
の
避
難

所
開
設
訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
の
交
付
金
を
交
付
し
ま

す
。

○
第
三
中
学
校
区
円
卓
会
議
提
案
事
業

　

３
０
３
万
４
千
円

　

地
域
内
で
活
動
す
る
様
々
な
団
体
や
個
人
が
気
軽
に
交

流
で
き
る
場
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
交
流
会
、
夏
ま

つ
り
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

た
め
、
三
中
円
卓
マ
ッ
プ
を
利
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
菜
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
休
耕
地
を
活

用
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
推
進
な
ど
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

大
阪
狭
山
ら
し
さ
を
創
出
す
る

自
立
と
協
働
の
ま
ち

○
狭
山
中
学
校
区
円
卓
会
議
提
案
事
業４

９
１
万
８
千
円

　
校
区
内
の
親
睦
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
さ
や
り
ん
ピ
ッ
ク
」

や「
地
域
文
化
祭
」を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
美
化
運
動

や
福
祉
・教
育
に
関
す
る
活
動
の
実
施
、
地
域
情
報
誌
の
発

行
や
講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
改
定
事
業

３
８
１
万
７
千
円

　
「
第
３
期
大
阪
狭
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」の
中

間
年
度
に
あ
た
り
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
国
お
よ
び
大

阪
府
の
上
位
計
画
と
の
整
合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
女
性
活

躍
推
進
法
に
基
づ
く
新
た
な
施
策
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
す
る

た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
本
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

た
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
平
和
啓
発
学
習
事
業

　

18
万
円

　
次
世
代
へ
の
戦
争
体
験
の
継
承
と
平
和
啓
発
を
目
的
に
、

小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実

施
し
ま
す
。

◎
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

１
１
０
８
万
３
千
円

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
日
常
生
活

上
の
安
全
を
確
保
し
、
精
神
的
な
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
の
、
対
象
者
要
件

を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち

る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
生
き
る
こ
と
の
包

括
的
な
支
援
と
関
連
施
策
と
の
連
携
を
強
化
す
る
総
合
的

な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

●
生
活
困
窮
者
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

２
１
３
万
９
千
円

　
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、
生
活
困
窮
者
世
帯
の
子

ど
も
お
よ
び
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も
に
対
し
て
学

習
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

○
子
ど
も
医
療
対
策
事
業

２
億
１
７
１
万
１
千
円

　
子
育
て
支
援
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
の
さ
ら
な
る
促
進
を
図
る
た
め
、
中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

●
市
内
公
園
・緑
道
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

１
０
０
０
万
円

　

利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
づ
く
り
と
低
炭

素
社
会
の
構
築
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用

推
進
を
目
的
と
し
て
、
計
画
的
に
市
内
の
公
園
や
緑
道
の
照

明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
ま
す
。

●
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
等
高
木
伐
採
事
業

３
０
０
万
円

　
ナ
ラ
枯
れ（
コ
ナ
ラ
な
ど
の
樹
木

の
病
気
）被
害
な
ど
高
木
の
立
枯
れ

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
倒

木
の
危
険
性
が
高
く
、
特
に
風
水

害
に
よ
る
人
的
・物
的
被
害
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
樹
木
の
伐
採
な
ど
、

計
画
的
に
樹
木
を
管
理
し
ま
す
。

人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち

平成30年度予算

●
産
婦
健
康
診
査
事
業

５
０
９
万
５
千
円

　
妊
婦
が
出
産
後
も
母
子
と
も
に
健
康
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
産
科
医
療
機
関
な
ど
で
産
後
２
週
目
と
４
週

目
を
目
安
に
２
回
の
健
康
診
査
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

●
多
胎
妊
婦
健
診
追
加
助
成
事
業

26
万
円

　
妊
婦
健
診
の
回
数
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
る
多
胎
妊
婦

が
安
心
し
て
妊
婦
健
診
を
受
診
で
き
る
よ
う
、
単
胎
妊
婦
に

交
付
し
て
い
る
14
枚
の
健
診
の
受
診
券
に
さ
ら
に
５
枚
追

加
し
ま
す
。

●
健
康
大
阪
さ
や
ま
21（
第
２
次
計
画
）お
よ
び
食
育

推
進
計
画
評
価
事
業

　
３
０
０
万
円

　
健
康
大
阪
さ
や
ま
21（
第
２
次
計
画
）の
中
間
評
価
と
し

て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
第
２
次
食
育
推
進
計
画

の
策
定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
併
せ
て
実
施
し
ま

す
。

●
自
殺
対
策
計
画
策
定
事
業

２
７
４
万
４
千
円

　
自
殺
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

○
市
民
ふ
れ
あ
い
の
里（
花
と
緑
の
広
場
）施
設
改
修

事
業

３
０
０
万
円

　
誰
も
が
快
適
で
利
用
し
や
す
い
施
設
を
め
ざ
し
、
市
民
ふ

れ
あ
い
の
里（
花
と
緑
の
広
場
）に
あ
る
リ
ス
園
の
木
柵
を
改

修
し
ま
す
。

●
狭
山
池
橋
下
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
整
備
事
業６

０
０
万
円

　

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
府
道
森
屋
狭
山
線
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て

い
る
狭
山
池
公
園
南
側
入
口
と
西
除
川
緑
道
を
立
体
交
差

に
よ
り
接
続
し
、
狭
山
池
橋
下
に
ア
ン
ダ
ー
パ
ス（
掘
り
下

げ
式
道
路
）を
整
備
す
る
た
め
の
測
量
設
計
業
務
を
行
い
ま

す
。

●
住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備
導
入
費
補

助
事
業　

５
０
０
万
円

　
地
球
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
市
民
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
促
進
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
燃

料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
住
宅
用
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
教
育
振
興
基
本
計
画
改
定
事
業

70
万
円

　

市
の
教
育
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
計
画
が
平
成

31
年
度
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
施
策
の
進
捗
状
況
の
検

証
や
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
教
育
施
策
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
お
よ
び
平
成
31
年
度
の
２
か

年
で
計
画
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

と
も
に
学
び
世
代
を
つ
な
い
で

人
を
育
む
ま
ち

●
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

１
１
２
０
万
円

　
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
個
別
施
設
の
評
価

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
評
価
を
踏
ま
え
た
学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に
向
け
た
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
防
災
拠
点（
屋
内
運
動
場
）及
び
普
通
教
室
無
線 

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業

３
３
５
３
万
４
千
円

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急

的
か
つ
一
時
的
な
避
難
場
所
で

あ
る
防
災
拠
点（
屋
内
運
動
場
）

に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
、
情

報
収
集
手
段
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
普
通
教
室
に
お
い
て
も
、

児
童
・
生
徒
が
教
室
内
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
有
効
活
用

で
き
る
環
境
を
整
え
、
教
育
環

境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
小
・中
学
校
給
食
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
事
業

８
０
５
６
万
４
千
円

　
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
、
小
・中
学
校
給
食
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。

○
学
校
施
設
大
規
模
改
造
事
業５

億
２
８
０
３
万
４
千
円

　
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
へ
の
適
切
な
補
修
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
削
減
を
め
ざ
し
、年
次
計
画
に
よ
る
改
造
を
行
い
ま
す
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
事
業２億

４
６
７
４
万
９
千
円

　
安
全
・安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
供
用
開
始

後
40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
施
設
・設
備
を
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。
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●
道
路
台
帳
電
子
化
事
業

３
４
０
０
万
円

　

道
路
施
設
の
検
索
や
集
約
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、ま
た
、道
路
施
設
の
維
持
工
事
や
修
繕
履
歴
を
デ
ー

タ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
の
適
切
な
管
理
が
行
え
る
よ
う

道
路
台
帳
の
電
子
化
を
行
い
ま
す
。

●
庁
内
情
報
シ
ス
テ
ム
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
更
新
事
業

５
５
２
５
万
２
千
円

　
庁
内
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、

庁
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
更
新
を
行
う
と
と

も
に
、
よ
り
安
全
性
が
高
く
柔
軟
な
運
用
が
可
能
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

●
第
五
次
総
合
計
画
策
定
事
業

４
０
０
万
円

　

市
の
新
た
な
方
向
性
や
将
来
像
を
示
す
第
五
次
総
合
計
画

の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

●
ま
ち
の
活
性
化
推
進
事
業

５
１
０
万
７
千
円

　

狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
活
性
化
指
針
策
定
委
員
会
を
設

置
し
、近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
移
転
計
画
を
踏
ま
え
、

狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
活
性
化
に
関
す
る
指
針
を
策
定

し
ま
す
。

み
ん
な
で
創
る　

持
続
可
能
な

ま
ち

○
道
路
拡
幅
整
備
等
事
業

１
６
５
０
万
円

　
市
民
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、市
内
の
交
通
の
円
滑
化
や
狭

　
き
ょ
う
あ
い隘

道
路
を
拡
幅
す
る
な
ど
、

交
通
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
環
境
整
備
事
業

５
９
０
０
万
円

　
市
内
の
歩
行
者
・車
両
な
ど
の
通
行
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
市
内
の
老
朽
化
し
た
道
路
の
舗
装
を
計
画
的
に
補
修

し
ま
す
。

○
火
葬
炉
改
修
事
業

１
億
円

　
今
後
の
火
葬
需
要
の
増
加
に
対
応
可
能
な
冷
却
設
備
を
備

え
た
火
葬
炉
の
導
入
や
諸
室
の
整
備
を
行
う
た
め
、
改
修
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

◎
魅
力
発
信
事
業

７
５
１
万
８
千
円

　
市
内
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
情
報
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
追
加
し
た
携
帯
端
末
用
Ａ
Ｒ
ア
プ
リ
を
配
信
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
に
帝
塚
山
学
院
大
学
と
連
携
し
て
開
発

し
た「
狭
山
池
ダ
ム
カ
レ
ー
」（
レ
ト
ル
ト
版
）の
活
用
を
推

進
し
ま
す
。

◎
北
条
五
代
観
光
推
進
事
業

１
１
２
万
３
千
円

　
神
奈
川
県
小
田
原
市
な
ど
の
自
治
体
な
ど
で
構
成
す
る
北
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●
就
学
援
助
事
業

８
８
０
万
円

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

児
童
・生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
当
該
年
度
の
入

学
後
に
支
給
し
て
い
た
就
学
援
助
金
の
う
ち
、
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
入
学
児
童
生
徒
分

か
ら
は
、
入
学
前
に
支
給
を
行
い
ま
す
。

●
北
放
課
後
児
童
会
運
営
業
務
委
託
事
業

３
４
５
６
万
９
千
円

　

放
課
後
児
童
会
の
入
会
希
望
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、

新
た
に
専
用
教
室
を
建
築
し
た
北
放
課
後
児
童
会
に
お
い

て
、
事
業
運
営
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
専
門
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
安
全
で
円
滑
な
放
課

後
児
童
会
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

●
放
課
後
児
童
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業

２
２
０
万
５
千
円

　

放
課
後
児
童
会
支
援
員
の
活
動
は
高
い
専
門
性
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
事
業
に
精
通
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

配
置
し
、
安
全
で
円
滑
な
放
課
後
児
童
会
の
運
営
を
行

い
ま
す
。

●
図
書
館
施
設
整
備
事
業

１
３
３
万
１
千
円

　
市
民
が
安
全
で
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
図
書
館
を
め

ざ
し
、
計
画
的
に
施
設
の
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
狭
山
駅

前
に
図
書
館
返
却
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業

　

１
８
９
７
万
円

　

市
民
が
安
全
で
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
め
ざ
し
、
総
合
体
育
館
の
消
火
栓
や
高
圧
受
電
設
備
用

ケ
ー
ブ
ル
お
よ
び
野
球
場
の
高
圧
受
電
設
備
用
ケ
ー
ブ
ル

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
事
業

８
４
０
万
７
千
円

　
文
化
財
保
護
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す「
大
阪
狭
山
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
す
。

策
定
後
は
、日
本
遺
産
の
認
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

○
郷
土
資
料
館
企
画
展
事
業

２
０
０
万
円

　
明
治
維
新
１
５
０
年
、
南
海
高
野
線
開
通
１
２
０
周
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
、
本
市
の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
を
深
め
、

歴
史
文
化
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「（
仮
称
）

南
海
高
野
線
１
２
０
年
の
歩
み
」を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。

○（
仮
称
）第
２
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業

４
億
９
４
３
５
万
２
千
円

　
子
育
て
世
代
の
交
流
や
相
談
な
ど

子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

ま
た
、
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、

（
仮
称
）第
２
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
新
設
し
ま
す
。

○
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業

９
億
５
３
１
５
万
９
千
円

　
大
阪
狭
山
市
新
幼
保
連
携
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
廃
園
後

の
西
幼
稚
園
と
南
第
二
幼
稚
園
を
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
た
め
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
が
あ
り
安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
の
あ
る
ま
ち

〇
防
犯
活
動
推
進
事
業

７
６
３
万
５
千
円

　
地
域
の
防
犯
活
動
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
街
頭
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
不

特
定
か
つ
多
数
の
人
が
利
用
す
る
公
共
的
な
場
所
に
街
頭

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
防
犯
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
気
象
観
測
装
置
設
置
事
業

26
万
４
千
円

　
市
南
部
の
丘
陵
地
の
降
雨
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
気
象

観
測
装
置
を
狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
に
増
設
し
、
災
害

の
未
然
防
止
や
早
期
対
応
の
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

○
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

３
０
０
万
円

　
自
主
防
災
組
織
に
資
機
材
を
貸
与
し
、
市
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
自
主
防
災
組
織
活
動
支
援
事
業

２
０
０
万
円

　
自
主
防
災
組
織
に
防
災
資
機
材
の
購
入
費
補
助
や
防
災

活
動
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と
で
地
域
防
災
力
の
さ
ら
な
る

向
上
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
防
災
推
進
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

30
万
５
千
円

　
さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
防
災
士
の
資
格
取
得
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

●
同
報
系
防
災
行
政
無
線
再
整
備
事
業３

２
０
万
６
千
円

　
消
防
庁
の
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
警
報
発
信
内
容

の
再
編
な
ど
に
伴
い
、新
型
受
信
機
へ
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

●
空
家
等
対
策
計
画
策
定
事
業

８
２
８
万
６
千
円

　
空
家
な
ど
に
関
す
る
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
、
国
の
基
本
指
針
に
即
し
て
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

条
五
代
観
光
推
進
協
議
会
で
、
狭
山
藩
北
条
氏
の
先
祖
に
あ

た
る
小
田
原
北
条
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
村
と
の
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
北
条
氏
の
多
様
な
偉
績
や
魅
力
を
活

用
し
た
観
光
事
業
を
展
開
し
、
市
の
歴
史
、
特
に
狭
山
藩
北

条
氏
の
存
在
を
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

●
技
能
検
定
受
験
料
補
助
事
業

15
万
８
千
円

　
働
く
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
技
能
の
習
得
レ
ベ
ル
を
評

価
す
る
国
家
検
定
制
度
で
あ
る
技
能
検
定
に
つ
い
て
、
市
内

の
事
業
所
の
従
業
員
が
検
定
に
合
格
し
た
場
合
に
、
事
業
者

に
対
し
検
定
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内

事
業
所
の
従
業
員
の
技
術
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

○
消
防
車
両
等
整
備
事
業

４
７
７
３
万
１
千
円

　
各
種
災
害
救
助
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
消
防
車
両

を
安
全
か
つ
効
果
的
に
運
用
す
る
た
め
、
15
メ
ー
ト
ル
級
は

し
ご
車
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に
、
消
防
団
半

田
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
お
よ
び
今
熊
分
団

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
ま
す
。

○
水
道
施
設
整
備
事
業

３
億
６
６
９
６
万
６
千
円

　
水
道
水
を
安
全
で
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
基
幹
管
路

お
よ
び
老
朽
管
路
の
更
新
や
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

中
央
監
視
制
御
設
備
な
ど
を
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、
送
水

管
理
を
強
化
し
ま
す
。

◎
公
共
下
水
道
整
備
事
業

３
億
３
２
２
０
万
円

　
下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
事
業
や
耐
震
化
事
業
を
継
続

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
な
ど
か
ら
市
民
生
活
を

守
る
た
め
、
効
果
的
な
雨
水
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
事
業
を
計
画
的
に
推

進
し
ま
す
。

平成30年度予算
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区分 歳入合計（A) 歳出合計（B) 差し引き（A－B）
一般会計 19,178,147,494 18,678,327,271 499,820,223

特
別
会
計

国民健康保険 8,077,760,746 7,450,843,899 626,916,847
土地取得 183,393,360 183,393,360 0
介護保険 4,491,745,524 4,342,844,216 148,901,308

後期高齢者医療 875,575,387 839,799,765 35,775,622
東野財産区 6,978,484 6,978,484 0
池尻財産区 7,535,327 7,535,327 0
今熊財産区 15,498,400 15,498,400 0
半田財産区 44,897,806 44,897,806 0
合計 32,881,532,528 31,570,118,528 1,311,414,000

会計別歳入歳出決算額

　一般会計は、地方公共団体の会計
の中心となるもので、基本的な行政
運営経費を経理しています。特別会
計は、特定の事業の収入と支出を一
般会計とは区別して、個別に経理す
る会計です。各会計ごとの決算状況
は、右表のとおりです。

[ 単位：円 ]

　一般会計の歳入総額は 191億7,815万円でした。自主財源の主なものは市民税や固定資産税など市民の皆さんが納めた市
税で、73億6,084万円でした。これは歳入全体の 38.4％を占めています。そのほか、一定の行政サービスの水準を維持す
るために国から交付される地方交付税が 27億9,643万円、特定の事業を行う際にその経費の財源として国から支出された
国庫支出金や府支出金が 44億4,059万円、国や銀行などから借り入れた市債（借金）が 16億2,340万円で、歳入の大部分は
これらの財源で構成されています。平成28年度は、市税収入において微増となったものの、地方消費税交付金（9億8,129万円）
や地方交付税などの減少もあり、前年度より 4億8,300万円の大幅減となりました。

〈参考〉　平成27年度歳入内訳　市税：73億5,486万円　地方交付税：28億4,731万円　地方消費税交付金：10億9,291万円

　一般会計の歳出総額は 186億7,833万円でした。文化会館や狭山池公園などの改修工事費の減少に伴い、前年度より 1億
9,700万円減少しています。歳出の内訳を目的別に見ると、障がい者・高齢者・児童福祉・生活保護などに関する経費（民生費）
が 79億9,089万円と、もっとも大きな割合を占めています。民生費については、少子化対策や高齢化の進展により今後も
増加が見込まれ、市税収入の大幅な伸びが期待できないことを考慮すると、本市の財政状況は依然として厳しいものとなっ
ています。

1000000

民生費
79 億 9,089 万円

総務費
25 億 3,301 万円

公債費：16 億 8,243 万円

土木費：13 億 6,442 万円

教育費
25億8,125万円

衛生費：14 億 2,350 万円

消防費：７億 2,763 万円
❸：3億 7,520 万円

186 億 7,833 万円

❸＝議会費、農林水産業費、商工費

　市は右表に示した４つの指標すべてで「早期健全化
基準」と「財政再生基準」を下回っており、財政状況は
健全であると言えます。4つの指標（表の①～④）のい
ずれかが早期健全化基準を超えると「早期健全化団体」
となり、財政健全化計画を策定し、自主的な改善努力
による財政の健全化に取り組むことになります。さら
に比率が悪化し、財政再生基準を超えると「財政再生
団体」となり、財政再生計画を策定し、国などの関与
による確実な財政の再生に取り組むことになります。

財政の弾力性を判断する指標　－経常収支比率－

財政の健全度を判断する指標

財政再生基準

20.00%

30.00%

35.0%

早期健全化基準

13.11%

18.11%

25.0%

350.0%

大阪狭山市の状況
該当なし

（△4.26％）
該当なし

（△26.49％）

3.9%

1.9％

健全化判断比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

※①②については赤字がないため、該当なし

会計の名称 水道事業会計 下水道事業特別会計

事業規模①［千円］ 1,088,355 927,709

資金不足額② － －

資金不足比率②／① 該当なし 該当なし

経営健全化基準［％］ 20.00 20.00

　経常収支比率とは、人件費・扶助費・公債費といった支払う義務のある経
費（義務的経費）や公共施設の維持管理経費など、毎年固定的に支出しなけ
ればならない経費（経常的経費）に市税や国から交付される地方交付税など、
毎年決まって入ってくる収入（経常的収入）をどの程度充てているかを見る
比率です。
　この比率は、値が低いほど、自由に使えるお金も多いため、柔軟で弾力
的な財政運営ができます。反対に、比率が高くなるほど、新しい事業や公
共施設の整備などの投資的な経費へ充てるお金が少なくなり、弾力性が低
くなります。
　平成28年度の経常収支比率は 97.6％で、前年度より 3.7ポイント悪化
しました。全国市町村平均と比較すると、依然弾力性が低い状態にあります。

　平成19年6月に定められた「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体は毎年、健全化判断比率（4
つの指標）を公表しています。また、水道事業会計と下水道事業特別会計については、資金不足比率を公表しています。この
法律では、早期に財政を立て直す必要のある基準（早期健全化基準）と財政破綻を示す基準（財政再生基準）が定められています。

単位：％ 25年度 26年度 27年度 28年度
大阪狭山市 97.7 98.0 93.9 97.6
富田林市 95.4 97.3 94.0 94.9
河内長野市 98.0 103.9 96.4 99.1

府内市町村平均（除政令市） 94.4 95.9 94.4 96.9
全国市町村平均 90.2 91.3 90.0

　資金不足比率とは、「資金不足額」を「事業の規模」と
比較し、経営の深刻度を示すもので、資金不足比率が
経営健全化基準（20％）を超えると、経営健全化計画
を策定しなければなりません。
　市の水道事業会計と下水道事業特別会計は資金不足
を生じていないため、資金不足比率は該当ありません。

90

100

全国市町村
平均

大阪府内
市町村平均

河内長野市

富田林市

大阪狭山市

28年度27年度26年度25年度

[ 単位：％]

　市民の皆さんが納めた税金の使い道や、市の財政状況について、平成
28年度決算をお知らせいたします。
　なお、平成28年度決算については、議会審議において継続審査となっ
ていたため、今月号でのお知らせとなりました。 問い合わせ　財政グループ

平成28年度
決算公表

■
自
主
財
源

　
市
税
、
使
用
料
・手
数
料
、

諸
収
入
な
ど
、
市
が
自
ら
調

達
で
き
る
財
源
。
歳
入
全
体

に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
財
政
が

安
定
し
、
自
主
性
も
高
ま
り

ま
す

■
補
助
財
源

　
国
や
都
道
府
県
か
ら
定
め

ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
る
国

庫
・
府
支
出
金
、
地
方
交
付

税
、
市
債
な
ど
の
財
源
で
す

■
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど（
普
通
会

計
）を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
全
会
計
を
対
象
と
し
た
実

質
赤
字（
ま
た
は
資
金
の
不

足
額)

の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す

■
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す

る
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利

償
還
金
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す

■
将
来
負
担
比
率

　
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負

担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
す

■
標
準
財
政
規
模

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財

源
の
標
準
規
模
を
示
す
も
の

で
、
臨
時
財
政
対
策
債
発
行

可
能
額
を
含
ん
だ
額
で
す

■
普
通
会
計

　
地
方
財
政
統
計
上
、
地
方

自
治
体
間
の
財
政
比
較
な
ど

の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
統
一

的
な
会
計
区
分
で
す

こ
と
ば
の
説
明

平成28年度決算公表

府支出金：13 億 3,511 万円
❶：16 億 8,141 万円 ❷：12 億 7,548 万円191 億 7,815 万円

依存財源自主財源

❶＝分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入
❷＝地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

市税
73 億 6,084 万円

地方交付税
27 億 9,643 万円

国庫支出金
31 億 548 万円

市債：16 億 2,340 万円

一般会計の歳入歳出
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妊
婦
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業　

　
86
万
円

　

妊
婦
・
産
婦
が
健
診
や
医
療
機
関
を
受
診

す
る
と
き
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一

部
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

小
学
校
普
通
教
室
空
調
機
設
置
工
事

３
億
６
１
２
１
万
円

　
地
球
温
暖
化
な
ど
に
起
因
す
る
近
年
の
夏

場
の
気
温
上
昇
に
対
応
し
、
子
ど
も
た
ち
を

熱
中
症
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
健
康
的
で
快

適
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
全
小
学

校
の
普
通
教
室
に
空
調
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

学
校
施
設
大
規
模
改
造
事
業　３億

６
６
１
７
万
円

　
子
ど
も
た
ち
が
快
適
で
安
心
し
て
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
七
小
学

校
の
教
室
棟
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

魅
力
発
信
事
業

１
７
０
８
万
円

　
市
の
誇
る
べ
き
文
化
遺
産
で
あ
る
狭
山
池

の
築
造
１
４
０
０
年
を
記
念
す
る
事
業
を
効

果
的
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
狭
山
池

築
造
１
４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
へ

補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

妊
娠
・出
産
包
括
支
援
事
業

７
４
０
万
円

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
妊
娠
な
ど
の
個
別
相

水道事業
　平成28年度末の上水道を使用している給水戸数は２万5,964戸で前年度に比べ 165戸の増
加、年間総給水量は 644万4,662㎥で前年度に比べ６万1,328㎥の減少となりました。決算
の概要は下図のとおりです（消費税込み）。

下水道事業
　平成28年度末の下水道の整備が完了している面積は 878.14ヘクタールで前年度に比べ
3.34ヘクタールの増加、年間有収水量は 621万4,105㎥で前年度に比べ７万9,666㎥の増加
となりました。決算の概要は下図のとおりです（消費税込み）。

市民１人あたりの借入金と預貯金

　預貯金（基金）と借入金（地方債）の状況は、下の図のとおりです。近隣市と比較して、平成28年度末における預貯金と借入
金を市民１人あたりで表しています。
　預貯金は財政の健全化に取り組み、生み出した財源を将来に備えて積み立てたものです。使い道が決まっていない財政調
整基金と使い道が決まっているそのほかの目的基金を合わせると、市民１人あたり 6万4,585円となっています。
　借入金は、小中学校や道路などの整備のために借り入れたもので、市民１人あたり 28万6,220円となっています。

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000

大阪府内市町村計

河内長野市

富田林市

大阪狭山市

【5,325,982 人】

【108,488 人】

【113,952 人】

【58,038 人】

（除政令市）

[人口：平成 29 年 1月 1日現在 ]

[ 単位 : 円 ]

（使い道が決まっている預貯金）
その他の目的基金

（預貯金）
財政調整基金

（借入金）
地方債現在高54,362

10,223
64,585

33,340

62,113
95,453

32,343

34,893
67,236

30,386

36,442
66,828

286,220

234,623

301,649

290,895

平
成
28
年
度
主
要
事
業
決
算　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
市
の
魅
力

情
報
を
効
果
的
に
発
信
す
る
拠
点
施
設

と
し
て
、
狭
山
池
の
北
堤
駐
車
場
内
に

「（
仮
称
）池
の
駅
」の
建
設
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
が
、
国
史
跡
へ
の
配
慮
と
い

う
観
点
な
ど
か
ら
再
検
討
し
た
結
果
、

事
業
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「（
仮
称
）池
の
駅
」整
備
事
業

の
中
止
に
つ
い
て

平成28年度上下水道事業会計決算
問い合わせ　経営企画グループ

収益的収支（水道水を供給するための決算）

収益的収支（維持管理などの決算）

資本的収支（建設投資などの決算）

資本的収支（建設投資などの決算）

収入
２億1,913万円

支出
３億5,991万円

収入
８億4,796万円

支出
11億3,537万円

収入
12億9,836万円

支出
11億8,196万円

収入
16億2,816万円

支出
16億684万円

流域下水道に係る費用
２億6,731万円

管きょに係る費用
3,954万円
企業債の利息
２億173万円

減価償却費
９億2,670万円

その他
１億4,333万円

長期前受金戻入など
　  ６億114万円

下水道使用料
　９億2,603万円

ポンプ場に係る費用
2,823万円

市からの繰入金
　１億99万円

建設改良費
３億8,383万円

企業債の償還金
７億5,154万円

企業債
　３億8,750万円
市からの繰入金
２億8,765万円
国庫補助金

　    １億4,119万円
その他

3,162万円

広域水道の受水費用など
6億4,780万円

メーター検針費用など
1億2,531万円
企業債の利息
4,383万円
減価償却費
2億3,469万円
その他
6,235万円

長期前受金戻入など
　  2億871万円

水道料金
　10億8,965万円

水道管の維持管理費用
6,798万円

建設改良費
２億3,864万円
企業債の償還金
１億2,039万円
その他
88万円

企業債
　１億4,030万円

給水工事に伴う分担金
　  5,530万円
工事負担金など
　    2,353万円

談
、
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
や
お
む
つ
交
換
の
練

習
な
ど
が
で
き
る
母
子
専
用
相
談
室「
ほ
っ
と

ル
ー
ム
」を
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線（
移
動
系
）等
府
市

共
同
整
備
事
業　

１
１
１
３
万
円

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
備
え
る
た
め
、
大
阪
府
と
共
同
で
整
備

し
た
広
域
的
な
通
信
網
を
使
用
す
る
デ
ジ
タ

ル
防
災
行
政
無
線（
移
動
系
）携
帯
型
20
台
を

購
入
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
環
境
整
備
事
業　

６
８
４
５
万
円

　

歩
行
者
、
車
両
な
ど
の
通
行
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
市
内
の
老
朽
化
し
た
道
路
の

舗
装
な
ど
を
計
画
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
中
に
取
り
組
ん
だ

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成28年度決算公表


